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わずかの間に
玄関前廊下に地域の方からいただいたカボチャが並んでいます。たくさんの種類で形も

様々です。いただいたとき、「カボチャって、こんなにいろんな種類があるの」と思った

くらいです。

１日の朝、たまたま一緒に階段を上ることになった４年生のＡさんに、「カボチャ、見

た？」と聞きました。すると「はい」との返事。みんなが興味をもって見ているようです。

続けて「名前は覚えた？」と聞くと、返事は「ん～」。名前までは覚えていないようでし

た。

２限が終わった後の長休み、廊下で出会ったＡさんが、「校長先生、少し名前を覚えま

した」と声をかけてくれました。そして、「すくな、バターナッツ、えびす、ぼっちゃん」

と教えてくれました。そこへやってきたＢさんが、「くりぼうも」と付け足しました。

私が質問したのが朝、それなのに２限後すぐに「少し覚えました」と教えてくれました。

いつ見に行ったのでしょう。きっと、教室にランドセルを置いてすぐに行ったのか、１限

が終わった後に行ったのでしょうね。「名前を覚えていなかった」と思って、すぐに調べ

にいくところが素晴らしいですね。問い

かけた方がびっくりです。

その後、カボチャがある場所へ行くと、

他の学年の子たちが、「これ何という名

前？」「〇〇じゃない」と、前に貼ってあ

る写真と見比べていました。こうして子

供たちの知識は増えていくのですね。

カボチャはとても身近にある野菜です

が、いろいろな種類や形があり、こだわ

ると奥深そうです。

そんな所まで
先週水曜日の掃除の時間、校舎内を見回って階段を上ると、２年生のＣさんが、手すり

の外側へ腕を伸ばして拭いていました。感心した私は、「えっ、そんな所まで掃除してく

れとるが。ありがとう」と声をかけました。なかなかそこまでしている子の姿を見かける

ことはありません。

掃除がなかった木曜日を挟んで２日後の金曜日。外での作業を終え、職員室へ行こうと

階段を上ると、丁度Ｃさんが上から降りてきました。

それも一昨日と同じように手すりの外側を拭きながら。

Ｃさんから私の姿は見えなかったはずなので、そこへ

やってくる私に合わせて来たのではなく、自分から進

んでしていたことが分かりました。

他の人がしていない所を見付けて掃除をする姿は、

とても立派です。学校の隅々まで綺麗になりそうな気

がします。Ｃさん、ありがとう。

素敵に輝け！


